


竹製ノートは持続可能か？企業ギフト購入者のためのエビデンスに基づくガイド

Details
結論： 竹製ノートは、信頼できる持続可能な企業ギフトになり得ます。竹は実在し、検証可能な形で調達されている必要があり、理想的にはFSCライセンスの下で調達されていることが望
まれます。接着剤とコーティングは開示される必要があり、用紙の内容は文書化されている必要があり、環境訴求は限定的な表現にすべきです。竹の表紙だけでは、ノート全体が「エコフレ
ンドリー」になるわけではありません。

竹製ノートは本当に持続可能なのか、それとも「竹」は主にマーケティング上の物語にすぎないのか。企業ギフトの購入担当者からこの質問を受けることが増えています。答えはCSRレポー
ト、サプライヤー向けアンケート、ときには規制当局への問い合わせにも表れるからです。正直な答えは、ノートのどの部分が竹なのか、どのように加工されたのか、そして何を訴求するの
かによって決まります。本ガイドでは、これら各点についてのエビデンスを取り上げ、竹表紙のノートがグリーンな評判に値するのはどのような場合か、またグリーンウォッシュのリスクを
避けてどのように説明すべきかを判断できるようにします。

問題：「竹」がラベル上で過剰な役割を担っている
多くの購入者は、竹製ノートを単一で単純な素材の選択だと考えています。実際には、「竹」という言葉は少なくとも五種類の異なる構造を含んでいます。ひとつは、無垢または単板の竹ボー
ドです。別のひとつは、ボードの上に竹繊維を織った布を重ねたものです。三つ目は、中身に竹を含まない竹調のポリウレタン表紙です。四つ目は、通常の表紙の中に竹パルプ紙を入れたも
のです。最後は、竹製のシェルを持つ再利用可能な消せるノートです。それぞれ環境プロファイルが異なり、ギフト箱に印刷された訴求を裏付けられるのはそのうちの一部だけです。

この問題提起は執行の動きから生じています。規制当局は、事実を超えた竹のマーケティングに対してすでに罰則を科しています。販促製品協会ASIが報じた、米国連邦取引委員会（FTC）
による大手小売業者二社への措置では、次の支払いが求められました： $2.5百万と$3百万[1]、合計で$5.5百万でした。問題となった製品は、エコフレンドリーな「竹」として販売
された繊維製品でしたが、実際には化学処理されたレーヨンでした。ノートは対象ではありませんが、その原則はそのまま当てはまります。企業ギフトが後に主にプラスチック、木質繊維、
または樹脂であると判明した場合、表紙にロゴが掲載されたブランドが評判上の損害を受けることになります。

解決策は竹を避けることではありません。購入者は、持続可能性を、調達、加工、用紙、廃棄段階、輸送に関する確認可能な事実の集合として扱い、検証された内容にだけ一致する訴求を書
く必要があります。本記事の残りの部分では、そのプロセスを順を追って説明します。
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竹製ノートにとっての「持続可能」とは何か
ノートが持続可能であるとは、その環境フットプリントが五つの段階全体で、妥当な代替案と比べて根拠をもって低いと説明でき、その差を文書化できることを意味します。五つの段階とは、
原材料、加工、用紙の内容、使用期間、廃棄段階です。竹が優位性を持つのは最初の段階だけです。その利点が残りの四つの段階に自動的に引き継がれるわけではありません。

竹は確かに、実質的な素材上の利点から出発しています。主要な商業用品種である孟宗竹（Phyllostachys edulis）は主要な商業用品種で、記録されている最大成長速度は 1
日あたり114.5 cm[2]です。この数値は2022年の研究によるもので、掲載誌は The Plant Cell で、500以上の稈を対象としています。竹は収穫後も根系から再生す
るため、管理された竹林は、皆伐された森林のように植え直されるわけではありません。

炭素貯蔵は、定義をより精密にする必要がある領域です。184の研究、70種の竹を対象とした総説では、生態系全体の炭素量は 94–392と推定され、[3]年間の蓄積量は概
ね8–14 Mg C/haです。同じ著者らは、収穫された竹が炭素を固定したままにできるのは、耐久性のある製品になった場合に限られると警告しています。一年間使用された後に埋め

https://members.asicentral.com/news/newsletters/promogram/april-2022/ftc-fines-walmart-kohl-s-for-bogus-bamboo-marketing/
https://academic.oup.com/plcell/article/34/10/3577/6619569
https://academic.oup.com/plcell/article/34/10/3577/6619569
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0378112716305539


立てられるノート表紙は、長期的な炭素貯蔵庫ではありません。したがって、ヘクタール単位の炭素隔離量の数値は、ノートのマーケティングに掲載すべきではありません。

竹製ノートは持続可能か？構成要素ごとのエビデンス

竹の調達とFSC認証

最も速く成長する植物であっても、信頼できる管理の連鎖（チェーン・オブ・カストディ）が必要です。その連鎖こそ、現在最も大きな信頼性の問題が生じている箇所でもありま
す。2026年7月、森林管理協議会（FSC）とAssurance Services Internationalは、FSC認証を受けた竹製家庭用紙を対象とする取引検証ループを開始し
ました。対象は、 有効および停止中の認証保有者411[4] で、2026年7月から2027年1月まで実施されます。発表では、具体的な問題が二点挙げられています。ひとつは、ライ
センスを取得せずにFSC竹製品を宣伝している企業であり、もうひとつは、主に木質繊維でできた製品に「100%竹」という訴求を掲げている点です。

独立した検査でも同様の傾向が示されています。消費者団体のWhich?は、竹製トイレットペーパーとして販売されていた製品のひとつに、 2.7%の竹繊維[5]しか含まれていなかっ
たことが判明しました。これらの事例は文房具ではなく、ティッシュ製品に関するものです。ノートにとっての教訓は依然として明確です。竹パルプ紙の訴求には繊維の根拠資料が必要であ
り、FSCロゴには、確認できるライセンスコードが必要です。

加工、接着剤、コーティング

加工は、竹が本来持つ自然な利点が失われうる段階です。中国で製造された60の竹製品を対象としたライフサイクル研究では、ゆりかごから墓場までの環境フットプリントは −0.55
to 4.02 kg CO₂e／kg[6]の範囲にあり、加工におけるエネルギーと補助材料が主なホットスポットでした。特にパルプ化はエネルギー集約的です。ScienceDailyが報
じた2025年の研究では、中国で竹製ティッシュを一トン生産すると、 約2,400 kg CO₂e[7]を排出すると推定されました。エネルギー構成や輸送によっては、結果が木材パル
プ由来の代替品より良くも悪くもなり得ます。

表紙には、接着剤に関する別の問題もあります。積層した竹ボードや単板は、接着剤で接合されています。メラミン樹脂で結合された竹製品は堆肥化できず、接着剤を使用したエンジニアー
ドパネルは、米国のホルムアルデヒド規制（CARB Phase II および TSCA Title VI）の対象となる場合があります。一部の表紙には、UVコーティングやラッカーコーティ
ングも施されています。再利用可能な竹製シェルのノートを作るメーカーのひとつは、そのコーティングにより製品が「完全なプラスチックフリーではない」と率直に明記しています。この
ような率直さは、サプライヤーが開示すべき内容の良い基準になります。インク、金属クリップ、またはコーティングに、リストに掲載された化学物質がセーフハーバーレベルを超えて含ま
れる場合、カリフォルニア州の Proposition 65[8] の警告表示義務が、カリフォルニア州で配布されるギフトに適用される場合があります。

用紙の内容

典型的な竹表紙ノートでは、用紙の重量が表紙をはるかに上回るため、環境フットプリントは用紙によって決まることが多くなります。多くの竹表紙の企業ギフト用ノートは、一般的な木材

https://fsc.org/en/newscentre/integrity-and-disputes/fsc-launches-a-transaction-verification-loop-on-household-and
https://www.which.co.uk/news/article/which-testing-finds-some-bamboo-toilet-paper-actually-made-with-wood-apn2u4Y7Pfdr
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195925525001556
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195925525001556
https://www.sciencedaily.com/releases/2025/11/251102205017.htm
https://oehha.ca.gov/proposition-65


パルプまたは再生紙のページを使っています。竹パルプ紙を使うものもあります。再生紙はバージン繊維をまったく使いません。FSCは「FSC 100%」、「FSC Mix」、
「FSC Recycled」を区別しており、これらの表示は互換的に使えません。紙の品質も持続可能性に関わります。にじんだり崩れたりするノートは早期に捨てられてしまうからです。
独立したレビューでは、180 gsmの竹紙スケッチブックについて、次のことがわかりました： 万年筆は良好でしたが、アルコールマーカーはにじんで裏抜けしました[9]。つまり、
「竹紙」という表記は、特定の性能を保証するものではありません。

廃棄段階と輸送

竹は原理的には生分解性があります。しかし、完成したノートは、接着されたボード、コーティングされた表面、用紙、金属製のスパイラルまたは糸綴じ、そして多くの場合はゴムバンドと
ペンを組み合わせたものです。これらは一体としては堆肥化できません。現実的な廃棄段階のメッセージは「部品ごとに分別する」ことです。用紙は紙のリサイクルへ、金属は金属のリサイ
クルへ、表紙は、サプライヤーが未処理かつ接着剤不使用であることを文書で示せない限り、一般ごみとして処理してください。輸送も考慮すべきです。竹の大半はアジアで加工されるため、
輸送方法（船便か航空便か）や共同配送は、素材のわずかな違いよりも結果に大きく影響します。

規制により、曖昧な訴求の余地は狭まりつつあります

2026年の購入者にとって重要な動きは二つあります。EUでは、委任規則（EU）2026/2102により、竹製品がEU森林破壊規制（EUDR）の木材の対象範囲から外れるこ
とが確認されました。その点について、 Wood Centralの分析[10]によると、この除外は製品が「竹で作られている範囲」に限って適用されるため、混合製品に含まれる木材部品に
は、なおデューデリジェンスが必要です。さらに、9月27日（2026年）から適用されるEU規則では、「エコフレンドリー」や「グリーン」といった、認められた優れた環境性能に裏
付けられていない一般的な環境訴求が禁止されます。また、一つの部品に関する訴求であっても、製品全体に当てはまるかのように示されるものは禁止されます。

米国では、FTCの Green Guides（16 CFR 第260部）[11] が依然として基準です。訴求は根拠に基づき、限定的な表現とし、一般的な環境面での優位性を示唆しては
なりません。規格の策定も進みつつあります。 ISO/TC 296（竹・籐）[12] は、日用の竹製品に関する作業部会を設けており、杭州で10月19–23日（2026年）に会合を予
定しています。長期的には、購入者が要求できる用語や試験方法の標準化につながるはずです。

環境訴求を行う前に竹製ノートを検証する方法
以下の手順は、持続可能性に関するエビデンスのみを扱います。デザインやサンプリング、出荷検査については、当社の 竹表紙ノートの製品ページで扱っているため、ここでは繰り返しませ
ん。

竹の構成部分を明示する。 表紙が無垢の竹ボードか、別の芯材に竹の単板を貼ったものか、竹繊維布か、竹調の合成素材かを、書面で明記するようサプライヤーに求めてください。1.
用紙についても同様に、竹パルプか、木材パルプか、再生紙かを尋ねてください。この一文によって、以降のすべての訴求内容が決まります。
FSCライセンスコードと表示区分の提示を求める ロゴは証拠にはなりません。証明書またはライセンスコードと、正確な表示区分（FSC 100%、FSC Mix、また2.

https://www.wellappointeddesk.com/2023/02/sketchbook-review-buke-a5-size-hardcover-sketchbook-journal-180gsm-ultra-bamboo-paper/
https://woodcentral.com.au/eudr-used-products-bamboo/
https://www.ftc.gov/news-events/topics/truth-advertising/green-guides
https://www.iso.org/committee/5819148.html
https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-bamboo-cover-notebooks.html


はFSC Recycled）を求め、それがどの構成部分を対象としているかを確認してください。コードは、FSCの公開証明書データベースで照合してください。2026年
の検証ループを踏まえ、サプライヤーの竹原料がその対象範囲に含まれるかどうかも確認してください。
接着剤とコーティングの開示を求める 積層ボードを接着しているもの（例：メラミンやその他の樹脂）と、表面に施されているコーティングを尋ねてください。エンジニアード竹3.
パネルについては、ホルムアルデヒド放出試験報告書を求めてください。カリフォルニア州で配布されるギフトについては、インク、コーティング、金属部品について、Prop
65の評価を求めてください。
用紙を文書化する。 本文用紙について、再生材含有率、繊維の由来、認証を表紙とは別に記録してください。竹パルプを謳う場合は、繊維組成の根拠資料を求めてください。4.
廃棄段階を誠実に計画する 分別しやすい設計を検討してください。たとえば、取り外し可能な綴じ、最小限のコーティング、複合ラミネートを使わない構造などです。受取人が各5.
部品をどこに出せばよいかを示す、簡単な廃棄の注意書きを添えてください。
輸送と寿命を考慮する 出荷をまとめ、スケジュールが許す場合は船便を優先し、受取人が最後のページまで実際に使う紙と綴じを選んでください。大切に使われ、書き込みまで行6.
われるノートは、早期に廃棄されるものより優れた結果を生みます。
限定的な訴求を書く 全体ではなく、検証された構成部分を説明してください。「FSC認証竹で作られた表紙、本文用紙は100%再生紙」は、文書で裏付けられていれば妥当7.
です。「100%エコフレンドリーな竹製ノート」は妥当ではありません。

竹製ノートと再生紙ノート、その他の選択肢
どの選択肢も、すべての指標で優れているわけではありません。下の表では、一般的なノートの構造を、環境面での利点がどこから生まれるか、そして各構造がどの訴求を誠実に裏付けられ
るかという観点で比較しています。

構造 実際の竹の部
分 主な持続可能性の要因 主なリスク 根拠を示せる訴求（文書化されている場合）

無垢または単板の
竹表紙

表紙のボード
または表面層

耐久性のある表紙のための、
再生の速い原材料

接着剤、コーティング、乾燥また
は多湿な気候でのひび割れ 「FSC認証竹で作られた表紙」

竹繊維布の表紙
ボード芯の上
に織られた繊
維

再生可能な繊維。多くの場
合、再生紙のページと組み
合わせられる

繊維が化学処理されている場合が
あり、芯材は竹ではない 「竹繊維の表紙布」と、用紙に関する訴求の組み合わせ

竹調のPUまたは
印刷紙の表紙 該当なし 竹由来の要素はなし 竹と呼ぶと誤解を招く 「竹」とは表記せず、木目調の仕上げとして説明する

竹パルプ紙の本文
ページ

本文用紙の繊
維 非木材繊維の原料 エネルギー集約的なパルプ化。繊

維含有量の誤表示 「FSC竹パルプを使用した本文ページ」（繊維の根拠資料で裏付けられている場合）



構造 実際の竹の部
分 主な持続可能性の要因 主なリスク 根拠を示せる訴求（文書化されている場合）

再生紙ノート 該当なし バージン繊維を完全に使わ
ない

ギフトとしての素材面の話題性は
小さい 「100%再生紙」、ライセンスを取得している場合はFSC Recycled

竹製シェルを持つ
再利用可能な消せ
るノート

シェル 時間をかけて多くの紙のノー
トを置き換える

コーティングされたページはプラ
スチックフリーではない。環境効
果は実際の再利用によって決まる

「再利用可能なページ」とシェルの訴求を併記し、再利用の前提を明記する

竹表紙と再生紙ノートの比較に限って言えば、通常、環境フットプリントへの寄与は表紙素材よりも再生紙の本文ブロックのほうが大きくなります。法人向けギフトとして最も強い組み合わ
せは、検証済みの竹表紙と、検証済みの再生紙またはFSC認証のページを、それぞれ別々に訴求することです。再利用可能なデザインについては、あるメーカーが2020年のライフサイ
クルアセスメントを引用しています。それによれば、標準的な紙のノートより製造時の排出量はわずかに多く（約10%）、この利点は、繰り返し再利用されて複数の紙ノートを置き換えた
後に初めて現れるため、訴求にはその前提を明記すべきです。

FAQ
FAQ：竹は本当にエコフレンドリーですか？

竹は、収穫後に再生する速い再生力を持つ原材料であり、これは実際の利点です。竹製品が全体としてエコフレンドリーかどうかは、加工エネルギー、接着剤、コーティング、輸送、使用期
間によって決まります。竹製品について公表されている環境フットプリントは、正味でマイナスのものから4 kg CO₂e／kgを超えるものまで幅があります。そのため、植物そのもの
よりも製品のほうが重要です。

FAQ：FSC認証の竹製品は、より信頼できますか？

はい。ただし、認証を検証できる場合に限ります。FSCのチェーン・オブ・カストディ認証は、繊維を認証された供給源までさかのぼって追跡します。FSC自身が、ライセンスを受けて
いない竹製品の宣伝や、虚偽の「100%竹」という表示を指摘しているため、必ずライセンスコードを求め、公開情報で照合し、その訴求がどの構成部分に関わるかを確認してください。

FAQ：竹製ノートと再生紙ノート、どちらがより環境に配慮しているか？

構成部分によります。本文ブロックはノートの素材の大部分を占めることが多いため、再生紙のページが最も大きな影響を持つことがよくあります。竹の表紙は、再生可能で耐久性のある外
層を加えます。再生紙のページと組み合わせ、それぞれ別々に文書化された竹の表紙は、一般的に最も根拠を示しやすい組み合わせです。



FAQ：竹表紙ノートは堆肥化またはリサイクルできますか？

全体としては、できません。接着または樹脂で結合された竹ボードは堆肥化できず、コーティングされた表紙はリサイクルが困難です。受取人は部品ごとに分別すべきです。用紙は紙のリサ
イクルへ、金属綴じは金属のリサイクルへ、表紙は地域の規則に従って処理してください。

FAQ：企業ギフトで安全に使える環境訴求は何ですか？
「FSC認証竹で作られた表紙」や「再生紙のページ」のように、具体的で文書化され、構成部分ごとに示された表現を使ってください。「エコフレンドリー」「グリーン」「カーボンニュー
トラル」、「100%竹」のような限定のない用語は避けてください。これらは、FTC Green Guidesや、9月27日（2026年）から施行されるEU規則と矛盾します。

FAQ：EU森林破壊規制は竹製ノートに適用されますか？

委任規則（EU）2026/2102により、竹で作られた製品はEUDRの木材の対象範囲から除外されますが、除外されるのは竹で作られている範囲に限られます。同じノートに含ま
れる木材パルプの本文や木製部品には、なおデューデリジェンスが必要な場合があります。

重要ポイント
竹は速く育つが、成長の速さだけではノートは持続可能になりません：最大成長速度は1日あたり114.5 cm（出典)
竹林レベルの炭素貯蔵は、寿命の短い製品には引き継がれない：生態系レベルで94–392 Mg C/haであり、ノート単位ではない（出典)
加工が環境フットプリントを決める：−0.55 to 4.02 kg CO₂e/kg、対象は60の竹製品（出典)
FSCの竹に関する訴求は現在検証中です：411の認証保有者、2026–2027年の検証ループ（出典)
「竹」の表示が大きく誤っていることがある：検査された製品のひとつに含まれていた竹繊維は2.7%（出典)
誇張された竹の訴求には実際の罰則が伴う：FTCのレーヨン事件での合計$5.5百万（出典)

まとめ
四つの条件がそろえば、竹表紙ノートは、信頼できる持続可能な企業ギフトになり得ます。竹が実在し追跡可能であること。接着剤とコーティングが開示されていること。用紙がそれ自体の
基準で文書化されていること。そして、箱に記載された訴求が、検証済みの内容だけを記述していること。これらのいずれかが欠けている場合、誠実な対応は製品を取りやめることではなく、
訴求を限定することです。ギフトプログラムを計画している場合は、デザインの段階に入る前に、FSCライセンスコード、素材の開示情報、用紙の文書を集めてください。そのうえで オー
ダーメイドの竹表紙ノートの見積もりを依頼し 、その際に裏付け資料の提出も求めることで、生産開始前に持続可能性に関する表現を確定させてください。
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